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摂食嚥下リハビリテーション学分野 
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Center (Suwon, Korea), 2023.11.9-11. 

2) 井上 誠：そしゃく・嚥下障害の治療．令和 6年成人老年委員会全国会議「耳鼻咽喉科成人領域の福

祉医療」．TKP 品川カンファレンスセンター（東京都・品川区），2024年 1月 27日． 

3) 辻村恭憲，井上 誠：嚥下誘発における P2X受容体の関与．第 47回日本嚥下医学会学術講演会，りゅー

とぴあ（新潟県・新潟市），2024 年 2 月 9-10 日，第 47 回日本嚥下医学会学術講演会抄録集 69 頁, 
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4) 伊藤加代子：老年期のシェーグレン症候群患者における口腔症状への対応，第 31 回日本シェーグレ

ン症候群学会学術集会，アクトシティ浜松（静岡県・浜松市），2023年 9月 22－23日． 

5) 井上 誠：モデル動物を用いた摂食嚥下運動の観察．歯科イノベーション・ロードマップシンポジウ

ム．第 65回歯科基礎医学会学術大会，日本大学歯学部（東京都・千代田区），2023年 9月 16-18日，

Journal of Oral Biosciences Supplement(2187-2333)2023巻 Page [IRS-03](2023.09)．  

6) 河野 茜，井上 誠：睡眠中の嚥下．日本睡眠学会第 45回定期学術集会・第 30回日本時間生物学会

学術大会合同大会，パシフィコ横浜 ノース（神奈川県・横浜市），2023 年 9 月 16 日，日本睡眠学
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会第 45回定期学術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会合同大会，パシフィコ横浜 ノース（神

奈川県・横浜市），2023 年 9 月 16 日，日本睡眠学会定期学術集会・日本時間生物学会学術大会合同

大会プログラム・抄録集 45回・30回 Page215(2023.09)． 

8) 真柄 仁，井上 誠：やってみよう！表面筋電図記録 －摂食嚥下機能の定量化－，ステップアップセ

ミナー１，第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川

県・横浜市），2023年 9月 2-3日，第 29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会抄録集 160
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9) Makoto Inoue: Recent findings about swallowing initiation and movements. 海外招待講演 3基

礎研究の最先端を知る，第 29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，パシフィコ横浜ノー
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1） Makoto Inoue: Role of Oral Function in Swallowing, MoU Signing Ceremony & Mini Symposium, 

Kaohsiung Medical University (Kaohsiung, Taiwan), 2023.10.18. 

2） 井上 誠：高齢者における摂食嚥下障害の過去・今・未来．令和５年度在宅歯科医療支援事業「基本

研修」講演会，新潟県歯科医師会館（リモート），2024年 2月 28日． 
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取組～．第 47回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会 ランチョンセミナー１，りゅーとぴあ（新

潟県・新潟市），2024年 2月 9-10日，第 47回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会抄録集 85-86

頁, 2024. 

4） 井上 誠：機能を知って摂食嚥下障害を学ぶ．昭和大学学士会後援セミナー，昭和大学歯学部（東京

都・品川区），2023年 12月 18日． 
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5） 井上 誠：摂食嚥下障害児童に外食の機会を提供するために．にいがた摂食嚥下障害サポート研究会 

2023年度第 2回講演会，新潟大学（新潟県・新潟市）/ハイブリット開催，2023年 12月 16日．  

6） 井上 誠：歯科がかかわる摂食嚥下障害治療と管理のこれから．村上市岩船郡歯科医師会学術講演会，

リモート，2023年 11月 18日． 

7） 真柄 仁：摂食嚥下障害の臨床を支える基礎研究．第 19 回長野摂食嚥下リハビリテーション研究会 

松本歯科大学（長野県・塩尻市），2023年 10月 22日 

8） 井上 誠：地域における要介護高齢者の摂食嚥下障害と歯科的対応．第 15回山陰摂食嚥下研究会，米

子ワシントンホテルプラザ（鳥取県・米子市），2023年 9月 10日． 

9） 落合勇人：言語聴覚士が目指す摂食嚥下リハビリテーション：あなたのやりたいことを聴かせてくだ

さい，交流集会 2（言語聴覚士），第 29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，パシフィ
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2) Yuta Nakajima, Takanori Tsujimura, Jin Magara, Makoto Inoue: Atropine regulates 

initiation of swallowing evoked by distilled water in anesthetized rats, European Society 

for Swallowing Disorders 2023 13th Annual Congress, Toulouse, France, 2023.11.30-12.2. 
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12) 新開瑞希，真柄 仁，板 離子，落合勇人，相澤知里，井上 誠，鈴木善貴，柴垣あかり，松香芳三：

唾液分泌増加がもたらす固形食品摂取時の咀嚼嚥下運動への影響．第 47 回日本嚥下医学会総会なら

びに学術講演会，りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館（新潟県・新潟市），2024年 2月 9-10日，第
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福島県歯科医師会館（福島県・福島市），2023年 11月 25-26日，第 76回東北地区歯科医学会プログ

ラム 40頁，2023. 
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年 12月 9日，講演集 5頁，2023． 

20) 板 離子，相澤知里，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：反復的舌圧発揮時の筋活動様式と大脳皮質活

動の評価，日本顎口腔機能学会第 70回学術大会，北海道大学学術交流館（北海道，札幌市），2023年
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フィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023年 9月 2-3日，第 29回日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会学術大会プログラム・抄録集 235頁，2023． 

27) Mengjie Zhang，Jin Magara，Reiko Ita，Chisato Aizawa，Takanori Tsujimura，Makoto Inoue: 
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30) Yuhei Tsutsui, Takanori Tsujimura, Kajita Piriyaprasath, Titi Chotirungsan, Jin Magara, 

Keiichiro Okamoto, Kensuke Yamamura, Makoto Inoue: Activation of possible motor neurons of 

posterior belly of digastric muscle during swallowing, 第 29回日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023 年 9 月 2-3 日，第 29 回日本摂

食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集 245頁，2023． 

31) 板 離子，鈴木 拓，吉原 翠，落合勇人，山田真子，真柄 仁，井上 誠：舌癌術後患者に対

し，摂食嚥下機能における義歯装着の有効性について検討した一例，第29回日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023年9月2-3日，第29回

日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集291頁，2023． 

32) 小貫和佳奈，真柄仁，辻村恭憲，伊藤加代子，板 離子，川田里美，筒井雄平，井上 誠：歯科外来

患者における口腔機能低下症の改善に関連する因子の検討，第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーショ



－8－ 

ン学会学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023 年 9 月 2-3 日，第 29 回日本摂

食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集 380頁，2023． 

33) 伊藤加代子，前川知樹，坂井 遥，井上 誠：舌ブラシの植毛部の違いによる除去能および洗浄後の

ブラシ内残留細菌数，第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，パシフィコ横浜ノー

ス（神奈川県・横浜市），2023 年 9 月 2-3 日，第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会プログラム・抄録集 381頁，2023． 

34) 落合 勇人、板 離子、那小屋 公太、吉原 翠、山田 真子、鈴木 拓、井上 誠：口底癌術後遊

離皮弁再建術後に重度嚥下障害，構音障害を呈した一例，第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーション

学会学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023 年 9 月 2-3 日，第 29 回日本摂食

嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集 398頁，2023． 

35) 山田真子，落合勇人，真柄 仁，那小屋公太，小貫和佳奈，坂井 遥，辻村恭憲，井上 誠：当院

の摂食嚥下機能回復支援チーム体制の構築，第29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市），2023年9月2-3日，第29回日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会プログラム・抄録集415頁，2023． 

36) 石山茉佑佳，濃野 要，伊藤加代子，船山さおり，米澤大輔，小川祐司，葭原明弘：地域在住超高

齢期における舌圧と低栄養リスクの関連，令和5年度新潟歯学会第1回例会，新潟大学歯学部講堂

（新潟県・新潟市），2023年7月8日． 

37) 小貫和佳奈，真柄 仁，伊藤加代子，辻村恭憲，井上 誠：口唇閉鎖力低下と口腔機能低下の関連

性，日本老年歯科医学会第34回学術大会，パシフィコ横浜ノース（神奈川県・横浜市）， 2023年6

月16-18日，日本老年歯科医学会第34回学術大会抄録集152頁，2023． 

38) 伊藤加代子，船山さおり，濃野 要，金子 昇，井上 誠：口腔乾燥症の臨床統計および自覚症状

改善に関する因子探索，日本老年歯科医学会第34回学術大会，パシフィコ横浜（神奈川県・横浜

市）， 2023年6月16‐18日，日本老年歯科医学会第34回学術大会抄録集200頁，2023． 

39) 板 離子，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：とろみと炭酸がもたらす溶液嚥下時の変調，日本顎口

腔機能学会第69回学術大会，日本大学松戸歯学部（千葉県，松戸市），2023年4月22-23日，日本顎

口腔機能学会第69回学術大会プログラム・事前抄録集36-37頁，2023． 

 

【受賞】 

1) にいがた摂食嚥下障害サポート研究会：第1回「未来をつくる こどもまんなかアワード」内閣府特

命担当大臣表彰 未来へつなぐ「応援団」部門．2023． 

2) 相澤知里：令和5年度新潟大学博士学生支援プログラムシンポジウム フェローシップ・次世代事業

報告会．「新潟大学博士デザイン」優秀研究ポスター賞 

3) Satomi Kawada: Effects of topical application of potassium ion on swallowing initiation 

in rats, The 1st international conference of asian dysphagia society, Suwon Convention 

Center, Korea, Poster Presentation Award. 

4) Yuhei Tsutsui: Activation of possible motor neurons of posterior belly of digastric 

muscle during swallowing, The 29th Annual Meeting of the Japanese Society of Dysphagia 

Rehabilitation, Excellent English Presentation Award 2023. 

5) Kayoko Ito, Hiroshi Iwabuchi, Seiji Nakamura, Haruka Tohara, Shuji Toya, Kazuhiro 

Yamamoto, Tomohiro Yamauchi, Shigeru Watanabe: Japanese new classification for 

xerostomia. IAGG Asia/Oceania Regional Congress 2023, Outstanding Poster Presentation 

Award． 

6) 小貫和佳奈：口腔機能低下症の改善に関連する因子の検討．第37回日本口腔リハビリテーション学

会学術大会，優秀口演発表賞 

7) 杉本大輔, 板離子, 佐々木誠, 真柄 仁， 鈴木 拓, 井上 誠；ストロー摂取時の舌運動と呼吸の

協調の分析．日本顎口腔機能学会第70回学術大会，学術大会優秀賞． 

8) 真柄 仁：2023年度 日本顎口腔機能学会 学会賞 
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【その他】 

1） 井上 誠：ゆうなび 新潟ケンジュプロジェクト，BSN，2024年 3月 22日． 

2） 第 47回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会，りゅーとぴあ，2024年 2月 9‐10日． 

3） 未来へつなぐ「応援団」部門 ～内閣府特命担当大臣表彰～にいがた摂食嚥下障害サポート研究会（新

潟県新潟市）．令和 5 年度第 1 回「未来をつくる こどもまんなかアワード活動事例紹介集」，P33-

34. 

4） 伊藤加代子，井上 誠：「ばりあふりーお食事会」の取り組み～摂食嚥下障害の子供と家族に外食の機

会を～，新ノーマライゼーション，43(12)：4⁻5，2023年 12月 25日 

5） 伊藤加代子：女性のライフステージに応じた口腔疾患，福岡県歯科医師会機関誌「歯界時報」，2023． 

6） 辻村恭憲：噛むこと・飲み込むこと．新潟大学公開講座，新潟大学，ときめいと（新潟県・新潟市）/

ハイブリット開催，2024年 1月 27日． 

7） 真柄 仁：お口の機能低下，オーラルフレイルを知ろう！令和 5 年度第 4 回新潟気軽に省エネくらぶ

企画講座，新潟市亀田市民会館（新潟県・新潟市），2024年 1月 26日． 

8） 伊藤加代子：教養としての「更年期障害」，１Dオンラインセミナー，2024 年 1月 18日． 

9） にいがた摂食嚥下障害サポート研究会 2023年度第 2回講演会，新潟大学（新潟県・新潟市）/ハイブ

リット開催，2023年 12月 16日．  

10） Yuta Nakajimra：Sumiko Okada Fellowship for JSDR Members；ESSD. 

11） 辻村恭憲，前川和也：摂食嚥下スクリーニング検査，江南区口腔ケアと摂食嚥下を考える会，きらと

ぴあ（新潟県・新潟市），2023年 11月 28日. 

12） にいがた摂食嚥下サポート研究会：こどもまんなかアワード 特命担当大臣表彰を受賞．新潟日報日

刊，2023年 11年 28日． 

13） 井上 誠：摂食嚥下障害ある子どもと家族 一緒に外食楽しんで，新潟日報朝刊，2023年 11月 3日． 

14） 井上 誠：NST Newsタッチ，誰もが外食を楽しめる環境を，2023年 11月 1日．  

15） 井上 誠：新潟ニュース 610，摂食嚥下障害でも「家族で外食」食事会，2023 年 11月 1日． 

16） 井上 誠：一流フレンチ障害者家族ら堪能．朝日新聞朝刊，2023 年 10 月 23 日．デジタル版

https://www.asahi.com/articles/ASRBQ73J5RBQUOHB007.html 

17） 井上  誠： NST 夕方ライブニュース， 2023 年 10 月 22 日． https://youtu.be/eXsK7aTP-

Ds?si=6WoeIrizyBMpOlhB 

18） ばりあふりーお食事会，ホテルオークラ新潟（新潟県・新潟市），2023年 10月 22日． 

19） 井上 誠：全ての親子にフルコースを．新潟日報夕刊，2023年 10月 17日． 

20） 真柄 仁：病棟で実践する摂食嚥下障害への対応．栄養サポートチーム勉強会，WEB開催，2023年 10

月 16日． 

21） 伊藤加代子：唾液と味覚の役割．新潟大学公開講座，新潟大学，Web開催，2023年 10月 14日． 

22） 井上 誠：一流ホテルでフレンチのフルコースを 障害児と一緒に楽しめる食事会，朝日新聞朝刊，

2023年 10月 3日． 

23） 井上 誠：かんでのみ込むのが困難な子に外食を楽しむ機会を，新潟日報朝刊，2023年 9月 21日． 

24） 伊藤加代子：ラインケア～職場における上司と部下のコミュニケーション～，2023年度 管理者メン

タルヘルス研修会，東芝テクノ株式会社，2023年 9月 5日，14日 

25） 辻村恭憲：摂食嚥下機能のメカニズム，令和 5年度定歯科衛生士セミナー「摂食嚥下リハビリテーショ

ンコース」，日本歯科衛生士会，オンデマンド配信令和 5年 9月 1日-11月 4日 

26） 井上 誠：障害で食事困難な子供と家族に外食を，BSNニュース，2023年 8月 25日． 

27） 伊藤加代子：口腔ケアの実際と食事介助の基本．2022 年度口腔ケア研修会，新潟県社会福祉協議会，

Web開催，2023年 8月 1日． 

28） 相澤知里：お仕事紹介 File02歯科医師 高校生・中学生の進路選択に役立つ医療介護栄養のお仕事ま

るわかり事典．P20-21，株式会社日本医療企画北信越支社，2023年 7月 7日． 

29） 真柄 仁：摂食嚥下障害の臨床と基礎 －理工学的アプローチで摂食嚥下障害患者を支援しよう！－．

理工学部機械科学コース 生体工学講義，SPERC 摂食嚥下リハビリテーション研究グループ講演会併

催，岩手大学理工学部（岩手県・盛岡市），2023年 7月 12日． 

https://www.asahi.com/articles/ASRBQ73J5RBQUOHB007.html
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30） 辻村恭憲：口腔・摂食嚥下機能低下がもたらす弊害と改善へのアプローチ, にいがた市民大学 大学

コンソーシアム連携講座，新潟市 新潟市生涯学習センター, 2023年 6月 24日． 

31） 井上 誠：歯科医療が直面する課題と期待．巻頭言．新潟市医師会報第 627 号，P1，2023年 6月． 

32） 中嶋優太：WITHコロナ×AFTERコロナの時代の私たち. 歯界展望 141巻 6号，P1255,2023年 6月. 

33） にいがた摂食嚥下障害サポート研究会 2023 年度第 1 回講演会，新潟大学（新潟県・新潟市）/ハイ

ブリット開催，2023年 5月 27日． 

34） 真柄 仁：嚥下関連筋の筋電図評価を摂食嚥下の臨床へ活かす！2023 年度 スタディグループツナゲ

ルド会勉強会，Zoomオンライン，2023年 5月 11日． 

35） 井上 誠：１日 3食の習慣重要 舌の鍛錬話すときの比でなく，新潟日報夕刊，2023年 4月 22日． 

36） 中嶋優太：令和 5年度新潟大学フェローシップ支援，2023． 

37） 川田里美：令和 5年度新潟大学フェローシップ支援，2023． 

38） 筒井雄平：令和 5年度新潟大学フェローシップ支援，2023． 

39） 板 離子：令和 5年度未来のライフ・イノベーションを創出するフロントランナー育成プロジェクト，

2023． 

40） 出羽 希：令和 5年度未来のライフ・イノベーションを創出するフロントランナー育成プロジェクト，

2023． 

41） 相澤知里：令和 5年度未来のライフ・イノベーションを創出するフロントランナー育成プロジェクト，

2023． 

 

 


